





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral







































市政府とする）の計画のもとで開発  ［葉楚傖（等主編）『首都志』正中書局、1935 年、p.419 より］ 
                                                  
1 民国期の土地調査事業に関する研究として、笹川 2002／萩原 1995／保志 1972／山本 1998／成 1994 等
が挙げられる。 


























史料 1 『旗民代表争八卦洲地産』（南京市档案館蔵：全宗 1002 目録 4 案巻 1753、pp.21-22、
1938 年）、王益斉等「再次呈請八卦洲公産属于旗民私産、与市府財政局・行政院往




                                                  
3 大坪 2008、pp.86-87 参照。なお八卦洲の開発そのものは、国民政府の成立前から始まっていた。 




6 この間の詳しい経緯については、山本 2006、pp.47-48／大坪 2008、p.86 を参照。旗民生計処の旧旗地
管理権は、1930 年 1 月には土地局、1931 年 1 月には財政局へと移ることになる。 




































                                                  




10 本節で用いる史料については、大坪 2008 も併せて参照されたい。 
66
史料 2 『南京市城外八卦洲界務糾紛』（国史館蔵：档案番号 001 000004855A、pp.39-41、
1928 年）、江淮実業公司総代表劉昌言「開放南京旗民私産八卦洲沙田擬具募債辦法」



























史料 3 『南京市城外八卦洲界務糾紛』（国史館蔵：档案番号 001 000004855A、pp.37-38、
1928 年）、江蘇江寧旗民文杰等「開放南京旗民私産八卦洲沙田」1927（民国十六）
































史料 4 『南京市城外八卦洲界務糾紛』（国史館蔵：档案番号 001 000004855A、pp.42-145）
1928 年、「八卦洲管轄問題」所収の契約書『出租八卦洲請願及合同』。 
一．甲等願将江寧八旗公共自置之私産、八卦全洲及一切河漾・溝塘附属建築物、完全
                                                  
11 当時の八卦洲は、旗人に蘆葦を供給する土地として使用されていた［山本 2006、p.33／大坪 2008、p.85］。
そのため、劉昌言の主張通り八卦洲を放置された荒地と見なしてよいか否かについては、別途検討する必
要がある。 
12 劉昌言は、史料 2末尾に「江淮実業公司股東・農工総代表 劉昌言 四川成都人、現年四十二歳、住南
京市八条巷十号、現任西北国民軍総司令部軍事参賛」と署名している。 




































                                                  
14 筆者は大坪 2008、p.89 において、史料 4を用いた初歩的な考察を試みたが、マイクロフィルムからの
文字おこしを誤り、解釈にも問題があった。ここに訂正するとともに、権利の詳しい内容については、今
後さらなる史料調査をふまえたうえで検討したい。 
15 劉岫青『南京市政府実習総報告』1933 年（中国地政研究所叢刊 116：蕭錚（主編）民国二十年代中国大
陸土地問題資料、1977 年所収）、pp.61642-61643 によると、1930 年 3 月以降に整理が本格化し、少なく





































































   Ａ．直接取得 
     八卦洲の土地の佃種権の直接取得とは、佃戸が直接南京市政府と租佃契約を結










される。後出註 19 も併せて参照。） 
   Ｂ．間接取得 














（1）毎畝 5 元の儲備金の支払い。これは、退佃時に返還される。 
（2）租金は、毎畝 3 元で、七月までに払うこと。 













                                                  











  【北京政府時期】          【国民政府時期】 
   旗人全体＝地主権          南京市財政局＝土地所有権 
      ｜                 ｜ 
      ｜《永租》             ｜《無期限の佃租契約》 
      ｜                 ｜ 
 江淮実業公司＝地利権        佃租契約者＝佃種権 

















































Enatsu, Yoshiki 2004 Banner Legacy: The Rise of the Fengtian Local Elite at the End of 
the Qing, Ann Arbor: Center for Chinese Studies, The University Press of 
Michigan, 166p. 

































地区 土地中間人戸数 直接租佃耕種農戸 向土地中間人租佃農戸 合計 
小沙灘 4 87 36 127 
上壩  46 10 56 
五壟 2 175 21 55 
大溜西 2 171 20 193 
青龍頭 1 158 25 184 
大沙灘 2 189 3 194 
外沙包 4 176 38 218 
南三歩墾 3 142 37 182 
螞蟻腰 1 134 31 166 
兌字号 1 212 42 255 
合計 20 1490 263 1773 
百分比（％） 1.1 84.0 14.9 100 
         
※表は、全て空欄となっている「備註」を省略するなど、一部加工している。 
※同書の内容より、1940 年代半ばの数値と考えられる。 
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